
 

                              令和 5 年 4 月 18 日 

・杉並区立中瀬中学校 学校運営協議会だより 【令和 5 年 4 月】・ 

    中瀬中学校 学校運営協議会 

                                   会長  唐澤 弘子 

・令和 5 年 4 月 10 日学校運営協議会の概要・  

1. 令和 5 年度がスタートしました。新校長に松渓中学校から辻成一郎先生が着任され、新 1 年生 143 名を迎

えての入学式も終了（4/7）、第一学期が活発に動き出しました。 

マスク着用の有無は行政の考え方通り生徒（或いは家庭）それぞれの判断です。先生も基本的には同様 

ですが、マスク無しが大部分のようです。 

５類移行後の問題も含め、学校は今後のコロナ・インフルの状況や行政の動きを注視・・という段階です。 

 

2. 新校長の抱負・学校の様子・新年度の学年分掌組織・年間行事計画などを伺いました。 

① 辻校長は中野区での約 25 年間の勤務の間に学校統合も 2 校経験されるなど、或る意味で校舎改築が進

行している当校の経営に役立つ経験をお持ちです。現状把握の只中ですが意欲的な抱負を伺いました。 

② 「学年・分掌などの組織」表により新年度全般の体制の説明を受けました。（詳細省略） 

1 年生 143 名 4 クラス・2 年生 180 名 5 クラス・3 年生 161 名 5 クラス 合計 484 名 14 クラス編成、 

分掌ではスクールカウンセラーが 2 名体制（従来 1 名）、教育相談コーディネーター強化、学校支援本

部「結」など地域との連携に教員側総合担当の明示 などが特徴的です。 

③ 新１年生には元気な子が多いという印象、フレンドシップスクール（4/25・26 於水上）が第一学期の

重要な行事です。全校の主要行事である沓掛小学校校庭を借用しての体育大会（5/20）は、予備日

（5/21）との間に余裕がないなど日程的にタイトで校庭も若干狭く、応援の仕方や保護者の観覧などに

工夫が必要なようです。これを含め改築中は長期にわたり、様々な行事の運営に工夫や臨機応変の対応

が必要とされます。 

 

３．昨年度末に教育委員会に提出された「令和 5 年度教育課程・計画」のダイジェスト版（A4 判４ページ） 

が示されました。目指す学校像に「生徒主体のイメージ」3 項目が記され、ユニークな「中瀬生徒憲章」

（2021 年 11 月 15 日 生徒総会で採択）の全文が記載されているのか印象的です。（省略）  

 

【補足】令和５年４月からの学校運営協議会メンバーを紹介します。 順不同 

           会長 唐澤弘子（支援本部事務局長） 会長職務代理者 伊藤益子 

・石井良典（元杉並区立中学校校長） ・唐澤弘子（下井草育成委員）  ・内藤由香（現 PTA 会長） 

   ・伊東浩子（地域住民）     ・久野真弓（元 PTA 会長）   ・山本紀久子（国立大学名誉教授） 

   ・伊藤益子（元 PTA 会長）     ・篠原宣武（支援本部顧問）   ・米元洋次（合同会社 Active  Learners） 

   ・小笠原良行（元民事調停委員）  ・白瀬理恵（青少年委員）    ・辻成一郎（中瀬中学校長）        

                                          以上 

【運営協議会今年度予定】 次回 ５月 2９日（月）15：00～   

以降 6 月 26 日（月）・７月 10 日（月）・9 月 25 日（月）・10 月 16 日（月）・11 月 20 日（月） 

 12 月 18 日（月）・令和 6 年 1 月 22 日（月）・2 月 19 日（月）・3 月 18 日（月）：いずれも 15：00～         

（CS 広報 月刊版） 


